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要求 され た．ア ン モ ニ ア 態 お よび 硝酸態窒素の同化に は窒累固定 と同様 に 鉄を必要 とす る．結合態窒素 の 同化作

用 は カ ル シ ウ ム の 添加 に ょつ て 促進され た．W −290の カ ル シ ウ ム 欠乏培地に お け る窒素固定の 場合 に は細胞は 粒

子状に なつ て 沈澱 した．

　  窒素固定および硝酸態窒素の 同化 は タ ン グ ス テ ン に よつ て 阻害され る が ，こ の 阻害は モ リブ デ ン の 添 加 に

よ つ て 除か れ る．
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し よ う 油 黴 剤 に 関 す る 研 究 （第 3 報）

安恩香酸 ナ ト リ ウ ム の 溜 ， 白 し よ う油の 抗黴性に つ い て

竹内　徳男
・天野 　武 雄 ・好井 　久雄 （愛知県食品エ 業試験所〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Studies　o 艮 the 　Shoyu　 Anticeptics

（III） On 　the　Antifungal　Actions　of　Sodium　Benzoate　for　Tamari 　and 　White 　Soy　Sauce

　　　　　　　　　　　　　　Tokuo 　Takeuchi
，
　 Takco　Amano 　and 　Hisao 　Yoshii

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Food 　Research　Institute　of　Aichi，　NagQya）

　　　The　authors 　studied 　antifungal 　actions 　of 　sodium 　 benzoate　 in　 Tamar 三 and 　Whi 亡e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　different　constitution 　 and 　quality　 in　 comparison 　 with 　commonSoy　Sauce 　that　have　a

soy 　sauce ・

　　　The　 results 　 obtained 　were 　 as 　fbUows ：

　　　（1） Aquantitat 三ve 　 determination　 of　 the　 amount 　 of 　 sodium 　 benzoate　 in　Tamar 三

was 　 made 　by　the　use 　of 　ultra ・violet 　absorption 　at　225m μ．　 And 　it　was 　 considered 　that

thc 　 soluble 　 state 　 of 　sodium 　 benzoate　 was 　 stable 　 in　 Tamari ．

　　　（2） In　Tamari 　and 　White−Soy　Sauce，　the　antifungal 　 activities 　 of　 sodium 　benzoate
wcre 　about 　 l！25　as　compared 　with 　p・hydroxybcnzoic　acid ・n −butyl　ester ．

　　　（3） Antifungal　effects 　of 　sodium 　benzoate　 wcre 　intensified　 ingeometricaly　by　the

addition 　 of 　sodium 　 chloride ．

　　　（4＞ The　 antifungal 　activity 　of 　sodium 　benzoate　is　greatly　influenced　by　the　medium

pH ，
　because　2．6　times 　as　much 　as 　sodiuln 　benzoate　were 　necessary 　in　Tamari 　and 　White −

Soy　Sauce　having　high　pH （about 　5．20）as £or 　co 皿 mon 　soy 　sauce （pH ：about 　4，70）．

　　　（5） The　ant 三fungal　activity 　 of　 sodium 　 benzeate　 was 　 confirmed 　tQ　be　due　to　thc
undissociated 　 amounts 　of 　benzoic　 acid ，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　言

　現在，衛生法で し よう油に 許可され て い る合成保存料は パ ラオ キ シ 安息香酸 ブ チ ル エ ス テ ル （P・O・B・B・） と そ

の 他の エ ス テ ル 塩 安息 香 酸 と そ の ナ ト リウ ム 塩 （B．A ．，　S．B．），
ビ タ ミン Ks （V ．Ks） の 3種で あ るが，価 格，

効力等の 面か ら， 実際に は P・O ・B・B・の使用が 大部分を し めて い る．

　しか し，P・O ・B・B・に お いて も， そ の溶解方法 ， な らび に ， しよ う油の 保存効果 は 充分 で あ る とは い え な い ，

すな わち，溶解に は，達 温80℃ と い う高 温
1） を 必 要 と し，溶解 後 は ， し よ う油 の 亟 に 吸 着

「
），溶 解量 を減 少 せ し

め ，
P．0 ．B ．B ．が 高濃度の 食塩溶液中で は ， と くに 難溶性

s＞で あ り製成後も樽材 に吸着
d）され ， 瓶詰製品で は リ ン

グ形成
5 ）

の
一

因 ともな る．ま た，微生物の 生産す る eSterase に よつ て 分解
6）され ， 効力は 激減 し ， 完全 に失活す

る な ど難点が あ る．

　V ・Ks は 衛生法許可 の 保存料中， 防黴効力は一番高 い が難溶性 で あ り， か つ
， しよ う油成分 ま た は光 に よつ て

失活り がはなはだ しい よ うで あ る．

　以 上 の よ うに し よ う油 の 防 黴 剤 に つ い て は問題 が 非常に 多い ．

　著者 らは ， さ きに ，
P・O ．B・B・の 有効使用法に つ い て 報告

3）9）して きたが ， 本報で はS・B・が易溶性 で あ り， 添加方

法が非常に 容易で あ る ため ， 成分的 ， 香味 ， ならび に 品質特性に お い て ，普通 しよう油とこ とな り，過激 な熱処

理 の 好 ま し くな い 溜，白の よ う油へ の S．Bの 応用 とい う目的で 基礎的な 試験 を した 結果に つ い て報告す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奚　験　方　法

　 1，試料

　 1．溜 ：丸大豆使用 ，
9 水仕込 の 溜 を基質と して ，

一号し よ う油， 直分解味液で調合加工 した もの．

　2 ．自し よ う油 ： Y 社製品 ， 生揚げ濾過した もの．

　 3，S・B・：大 日本製薬 KK 製品，特級に 準ず る もの ．

　4 ．P・（）・B・B・・ 関東化学製品 ， 特級試薬，　n −b・ tyl　・・t・・．

　2 ．分析方法

　 1．一
般分析 ：基準味そ ， し よ う油分析法

8） に 準ず る．

　2 ．S・B・の 測定 ：実験結果に 示す方法で 島津製（≧R −50型光電 分光光度計に て 測定．

　3 ．産膜酵母 （溜諸味か ら分離 した Zygasacehart”nJtes 　satZLsus 推定株）の 発育阻 止 試験 ： 前報
9）
に 準じ稀釈法 に

よつ た．

　4 ．酵母 （ZPtgasacchatvmpaes　major
，
　Saccbarem）uces　rVZtxii　Y 田産研 N − 8 株）増殖量の 測定 ： 培養液をその まま，

もし くは稀釈 して ， 日立 製 EPO ・B 型 フ ィ ル タ
ー

式光電光度計 で 測定，660m μ の 〔）・D ・に て 示 し，培養は 同時 に 3

点 お こ ない 平均値 に て示す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験 　結　果

　 1．試料 の一
般分析結果

　本実験に 使用 した 溜，白し よ う油の
一

般分析値は Table　l に示す 成分 の もの で，普通 し よ う油 と比較 して，

pH 値は 両者 と もに 高 い ．

　ll．溜中のS．B．の 定量法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 S．B．の 定量法 に は ，

　　　　　　　　Table　 l．　Chemical　compositions 　of 　samples ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 検液か らB ・A ・を有機溶

1 氈 隔酬 ・・C目… e ・E … H T … D …

TamariWhite

　 sh ・yu22

．9326
．481

．37　　　 ！9．82

0．70　　　2Ll616

．4724

．445

．055

．2517 ．7415 ．46

pure　Ex ．： Dry 　 matter 　at　95℃ eiiminated 　 NaCl．

T 。N ．　　 畧 Total　n 三trogell 　by　Kjeldahl　 meth （》d．

T ．S．　　 ： Total　sugar 　calculatcd 　 as　glucose （2hrs．　hydro ｝ysis），

D ．S．　　 ； Dlrect　 sugar 　 calculated 　 as 　glucose．

剤 で 抽出 ， 精製 して，

ア ル カ リで 滴定す る 衛

生試験法 に 示 され る 方

za，FeCls　CuSO4 で 呈

色，比色す る方法
10 ）な

どがあ る．い ずれ も精

製 の 操作が 複雑 で あ る

た め ，著者 らは S・Bの
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紫外部吸収に よ る測定法 に つ い て検討 した．な お，しよう油申の B・A の 定量法に つ い て は藤井 らの 報告
u ）が あ る．

　1）紫外部吸収 の検討 ： Fig．1 に 示す方法 で ，　 S・B・を抽出 し ， 紫外部 の各波長 にお け る吸収を測定 した結果 は

Fig．2 の ご と く，　 S．B．（図中  ）は 225m μ に 最大 の 吸収 を示 し ， 他の 波長 で は急激に 吸収を減少す る．溜 を 同

様 に 測定 した結果 （図中  ） は 220m μ の 吸収を最大 として ， 長波長で は ゆ る や か な 減少を示す． 溜に 同濃度 の

S．B．を溶解 し測定 した 結果 （図中  ） は ちよ うど図申  と  の0 ・D ・を加算 した数値に ほ とん ど一
致 し ，　 Fig．1の

操作方法で ，溜中の S・B・の 測定は可能で ある，

　しか し， 溜 の 抽出区 に も，
S，Bの 吸収波長 に お い て ， か な りの 吸収 を示し， か つ

， 加温 条件に よつ て Fig．3 の

ご と く，各波長 と も未処理 （無火入 れ ）の 試料 に 比 して ， 幾分吸収 を 増加す るの で ， 本法 に よ り測定す る場合は

必 ず ，
S・Bの 添 加 直前 の 試料を対 照 と して 定量す る 必要が あ る．

　2）S．B．定量標準曲線 ： S，B．の標準溶液を Fig．　 1 の 方法で 処理 し，
225m μ ，

230m μ，
235m μの 各波長 の 標準曲

鵯 ・

1．0

0．5

　　Sa皿 ple （4ml ）

　　　lA撫 n

、謐
n

膿 1。）
　 Extracts　 with 　 Et　O
　　　↓　（25ml．　twice ）

　 Wash 　 with 　20％ NaCl （20ml＞
　　　↓
　 Wash 　with 　H ρ （ab ．5皿 1）
　　　↓
　 Extracts　B．A．　 wi 山 n ！10　NaOH
　　　↓ 　（251ロ 13times ）

　　Fill　up 　 to　 100ml 　with 　 H −0
　　　↓
　　Measure 　 O ．D ．　 at 　225m μ by
　　sp ごctTophotometer

Fig．1．　 Determinatlon 　 of 　 S．B ．　 by

　　　 spectrophotometric 　 method ，

　 0　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 −
　　2！0220230240250260270280290300310

　　　　　　 Wave 　 length （m μ＞

Fig．2．　 Ultravjolet　 absorption 　 spectrum 　of 　S．B．

　 　 　 　 and 　 Tamari ．

線 を画 い た結果 は Fig・4 に示す ご と く， 濃度 と吸光度 は比例

し て 直線に て 示 され る．

　3｝回収率測定 ： 溜 申の S・B・の 回収率測定 の 結果 は Table　2

に 示す ご とく， ほ ぼ 5 ％以内の 誤差 で 測定で きる，また測定波

長は ， どの 波長 で も可能で ある が ，長波長に な る に し た が つ て ，

溜の 示す吸収比率が高 く， 誤差 も大 きくな るの で 225m μ に て 測

定す るの が よ い ．

　 皿，S．B．の 溜に 対す る溶解利用率

　工 場規模で ，S・Bの 溜 へ の 溶解利用率を試験 した．添加量 は

S・B・2009 を冷水約 500m1 に 溶解，溜 500t に 添 加 す る．　 S．B．

添加溜 を平均室温 8 ℃ に 2 ケ 月間保存 （瓶詰 め） して 溶解 S・B．

量を測定 し た結果を Table　3 に 示す．

　　 Table　3 か ら明らか な よ うに，　 S，B，は 溜 に も易溶性で あ

　　　つ て ，火入 れ 温 度 に影響 な く，完全溶解 で き ， 無火入 れ

　　　条件で も使用 可能 で あ る．しか し， 冷時 ，
S．B．を添加 し

　　　て ， 火入 れ 温度を高 め た 場合 ，
60

，
70

，
80℃ で は 溶解

　　　S・B ・量が 減少 し ， 利用率 は 低下す る．こ の 場合 ，
S・B ・の

　　 減少暈 と近の 生成量
星り とは比例的で あり，S．B．は幾分溜

　　　 の 璽に 吸着 され る と推定す る．

0 ．D ．

0 ．5

　　

　 O
　　　　 220　230　240　250　26〔〕　270　280　290　300　310

　 　 　 　 　 　 　 　 Wave 　length （m μ ！

Fig．3．　 Changes 　of 　UV 　absorptien 　spectTum 　by　heating．
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O ．D ，

LO

O．5

0

　0　　　　ioO　　　　200　　　300　　　400　　　500μgtml
　O　　　　4　　　　 8　　　 12　　　 16　　　20，i9 ／ml （Final）

Fig．4．　 Stalldard　curves 　of 　S．B．　determination

Tablc　 2，　 Rccovery 　 of 　 added 　 S．B．

No ・　「Added　S・B・μ9〆ml 　i　Detned　S・B・μ91ml

　　　　　　　　　　　　
1〒『
1

IV，　 S．B 、と P．O 、B．B．の 防黴 ， 防湧効力比較

　溜，白 し よ う油 に 80℃ 火 入 れ の 条件 で P・o ・

B．B．，　S．B．を完全溶解　（標凖 し よ う油） し ，

同時 IC，
　 P．O ．B．B．

，
　S．B．を添加 しない 稀釈用

し よ う油 も同
一

条件 で 火入 れ す る．つ い で ，

標準 し よ う油 を稀釈 用 し よ う油 で 2ml 間 隔

で 稀釈 し， 溜 で は ， 産膜酵母を白しよう油 で

は Saecharomycess　rouxii 　N ・8 を あ らか じめ試

験管中で 前培養 した 菌液 の 0・lml ずつ 添加 し ，

軽 く綿栓 して ，両者を同時 に ，30℃ テ ル モ に

入 れ て ，産膜酵母の 発生状態，な らび に N −

8 の 増殖度を観察 測定した ，

　そ の結果 は Fig．5，6 に示す ご と く，
S・B ・

の 溜 の 発黴 阻 止 効 力 な らび に 酵母の 増殖 阻 止

効力は 小 さ く，　P．0 ．B．B．の ほ ぼ 1〆25程度で

あ る，

V 、S・B の 効力 に お よぼ す食塩 の効果

　み そ ， しよ う油 な ど高食塩濃度の 食品 は ，

　 　 　 　 　 　 そ れ 自体 の 有 す る浸 透 圧 に よつ

　　　　　　て ，か な りの 防腐性が あ る．こ

Recovery ％

12nj4

・

56

500400300300400500

1

492，0427

．2297

．8305

，i419

．6492

，0

”
Tl

　　
98・4

1

　 　 　 　 10δ，8

　 　 　 　 　 99．3
　 　 　 　 　 10L7

　 　 　 　 　101 ，6

　 　 　 　 　 98，4

Table　3．　 Meth〔》d　of 　S．B．　addition 　and 　its　rccovery ．

Heat　condition 　 旨μ91ml 　艮ecovery （％）
　 　 　 　 　 　 　 　 1

の ような高浸透圧を有す る培地

に 抗菌物質 を添加 す る と，一般

的に その 抗菌作用 は 増加す る．
S・B・の 抗徽作用が 食塩 に よ り，

い か な る形式 で ， そ して どの 程

度増強 され る か を知る こ と は実

用 上 か ら も意義が あ る．

　上 記 の 観点か ら，

一
定量の 白

し よ う油 を 各食塩濃度に 稀釈 し，

No ，

12004｝
　｝
　一
　一

HHHH 50 〜 52℃

　 60℃

70〜 72℃

79〜 81℃

422．3385
，41414

．1426

．4

oooooooo1　　
1　　
1　　
1

1234

▲

567

一
　｝
　一
　一
　冖
　一
　［

RRRRRRR！non （22，5℃ ）

　 sampling 　at　 30℃

〃

〃

〃

〃

〃

at 　40℃

at 　 50℃

at 　 60℃

at 　 70℃

at 　 80℃

414．lI434

．61418

．22426

．5 …

　 　 　 14

工0，0385

．4 ．

S40，3

Iooloo10010096

，89LO80

．3

S．B ．を溶解 ，
30℃ で 培養 し， 酵母 の 増殖量を測

定 した 結果 は Fig．7−・1 の 通 りで あ り， 7．2％

の 食塩濃度に お け る酵母 の 増殖阻止率を 0 とし

て ， 各食塩濃度に お ける阻止率 を計算 し，S・B・

の 抗黴性に あ た え る食塩 の 効果 を 図示す る と，
Fig．7 −2 の ご と く， 食塩 は S・B の 抗酵母作用

に 対 して ，相剰 的に 作用 し ， 酵母 の 増殖阻 止 効

果 を高 め る．

　 また ， 定食塩濃度 に お け る S．B．の 抗徽性 を図

示 す る と ，　 Fig．7−3 の ご と く，S・B・の 濃度 に

比 例 的 （相加 的） に 酵母の 増殖 は抑制 され る，

W ，S．B ．の 効力 に お よ ぼ す培地pH の影 響

　普通 し よ う油 に比較 して ，pH の 高 い 溜，白

しよ う油 に 対 す るS・B・の 抗黴力が普通 し よ う油

lcつ い て実験 し た竹田らの 報一
’，S）結果よ り小さ

　　　　　　　 晃
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＊1　 −

：Fi1皿 yeasts 　 were 　 not 　observed 　by　the　 Ilaked 　 eye ．

　　　　± ：Film 　yeasts　were 　 not 　 observed 　 c ］early ．

　　　　十 ：So皿 e　film　 yeasts　 wcre 　 observed ．

　　　　朴 ： Film　y¢ asts 　were 。bscrved　on 　the 　al 弖over 　the　surfac ¢ ，

　 　
＊2 ；P．O ．B．B．　 seCtion

　 　 ＊3 ： S。B．　 seCtien

Fig．5。　 Inhibition　of 　the 丘1皿 forming　compar ζd　with 　S．B．　and 　P．O．B．B．　to　the　film　forming　yeast．

く， ま た芝崎ら
14）が 各種抗黴剤の 抗菌 spectrum を実験し， あ る種 の抗黴剤 の 効力が培地 pH に よ りこ とな る こ

と を報告 して い る．

　著者 らは S・B・の 溶解状態 と抗徽性の 関係を明 らか に し ，
S．Bの抗徽必要量 を推定 し よ うと した，

　すなわ ち Table　4 は普通 しよう油，溜の pH 域 に お け るB．A ．の非解離量 をB．A．の電 離平衡 （K ＝6．67　x 　10A ）
Is）

式か う推定 し ， 計算に よ り求 め た．

　非解離型 の B・A ・量 は 培地 の pH に よ り非常に こ とな り， 酸性側で は ， 急激に 多 くなつ て い る，

　Fig・8 は 臼しよ う油を HCI
，　NaOH で 各pH に 調整，一定量 の S・B・（舳 al　415μ91ml）を 添力口，

　 Saccharom）rces

reuSii 　N ・8 を30℃，9 日 間培養 し，阻害度を実験 した結果 で あ る．

　図か ら明 らか な よ うに
，
S・B・の Growth 　inhibition　 curve と培地中の 非解離形 の B ・A ・濃度曲線との 間に は非

常に 高い 相関関係が み とめ られ ， ま た ， 解離型 の B ・A ・の 抗黴性は 非常に 小 さい もの と推定 され る．結論的に S・B・

の 抗黴力 は培地 pH の 凾数 と し て 示 さ れ ， 非解離 の B ・A ・量 に よ り規定 され る もの と考 え る，

　以 上 の 実験結果 と ， 別 に 行な つ t　 10種類 の 溜，白し よ う油の S・B．に よ る防黴試験結果 （別報 の 予定）お よび ，

竹 田 らの報告
「a）を参考 に して ，

Table　5 の ご と き ， 各pH 値を もつ 溜 ， 臼 しよの 油の 防黴 に 必要 な S・B・量を B．A ．

の 解離曲線を基本に 計算 に よ り示 した，

　表か ら明 らかな よ うlc， 添加物使用基準以内の S・B・使用量 （B・A ・として600mg ！kg ，
　 S．B．と して697mg ！kg）で

　　　　　　　　　　　　　貞
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ほ ぼ 防黴 は 可能で あ るが，pH の 高 い 溜，白しよう油で は，あ る程度pH を下げて使用す る こ とが肝要で あ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考　　　　　察

　S・B ・の 抗微効果は 培地pH ， 食塩濃度などに より規定され ， その 効力が 大 きく左右 され るの で
，
　 S・B ・の 有効使用

法 として ，次の こ とが特長 として い える，

　す な わ ち， 溜 ， 臼 し よ う油の 食塩濃度 を大 き く高 め る こ とは 不可能で あ る が，同一食塩濃度で あ つ て も， 純 エ

キ ス 濃度の高い もの で は ， 相対的 に溶解食塩濃度 は高め られ ，同時に S．Bの 効力が高められ る．ま た ， 原料配合，

熟成期間の 差 に よつ て，一般的に，溜，自 しよ う油の pH は高 い が，多少pH を下げる こ とは ， 品質の面か らも良

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
ls ），　 S．B．の 使用 に あ た つ て ，

　 Table 　4．　The 　 amottnts 　 of 　undissociated 　benzoic　acid 　in　various 　pH

P 4．50　　　4．74　　　5，00　　　5．24　　　5．50

B．A．＊ 1

　 3．15mM

Frce　B．A ．＊ xmM 　 　 工，02　 0．68　 0．41　 0．25　 0．14

　　　％　　　　　　　　　32．47　2L28 　　！3．05　　7．8フ　　4．57

Dissoc　B．A ．　mM 　 　 2．13　 2．47　 2，74　 2、90　 3，01

　　　 ％ 　　　　　　　　　67．53　　78。72　86．95　92．13　95．43

O ．D ，

1．0

0．5

＊ 1416mg 　S．B ．lt≒ 3．15皿 M

＊2 〔B… ）・− c ・
〔謌転

Too

Table 　 5．

有機酸類 の 併用 は有効 で あ る と

考 え る．

　ま た ，
P．O ・B・B・が し よ う油中

で 分子状態 な らびに，コ ロ イ ド

的分散状態
の とい う不安定な形

で 存在するの に 反 し，
B・A ・は 溶

解度も高 く，
Tablc　4 の ご と き

安定な状態 で 存在 して い る．こ

の ため，S．B．の 場合は ，
P．O ・B・B・

承
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莞
＝
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50

The 　rdation 　of 　the　antifungal 　 requirements 　of
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の 難点と して 問題 に な る現象的
一）S）な欠点 は ない と推定され る．

　ま た，S．B．の 抗黴性が培地 pH に よ り規定 され るが，　 Cenway ら
la ） は yeast　ceJl の pH を測定す る とい う技法 で ，

醋酸 の 非解離分子の み が ， yeast 細胞内 に 選択的 ｝C拡散，集積す る と し ，　 Barron ら
19 ）は T ・G ．A ．　 cycle 　IC関係す

る有機酸類 を 基質 と して ， yeast の intaet　 cell の 呼吸能を測定 し，酸性側 で 酸素吸収が み とめ られ，中性 で は

まつ た く利用 さ れ な い こ と を観察し ， こ の 原因 が非解離分子 の 細胞膜の 選択的透過性 に ある と推論 して い る．ま

た Horsfallら
t°）は ，

　 benzothiazol・2　thioglycolic 　acid の 抗菌力をその ester 塩，お よ び ナ ト リ ウ ム 塩 と比較 し ，

解離 して い る もの が ， 細胞膜の透過性の低い こ と を推論 して い る．著者 らもS・B ．の 場合 ，
B ・A ・の 解離恒数か ら，

し よ う油 の pH 域で 非常に 解離量が こ とな り，　 pH に よ る抗黴性の 変化 は ， 非解離の 安息香酸分子 の 細胞膜の選択

的透過 性 に起因す る もの と考え る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　約

　成分組成 ， 品質ともに 普通 し よ う油 とこ とな る溜，臼 し よ う油 に 対す る，S・B・の 防黴，防eSic関す る基礎的研

究をお こ ない ，

　 1．紫外部 （225mμ）吸収に よ る ， 溜中の S．B・定量法を確 立 し，　 S・B・の 溜 へ の 溶解方法，溶解利用率を検討 し ，

S・B・の 溜，し よ う油中で の 溶解状態 に つ い て 考察した．

　 2．s．B．の 溜 ， 白しよう油の 防徽 ， 防湧効力は P・O ・B・B・の ほ e£ 112s程度で ある．

　 3 ．食塩 は S，B．の 抗黴効果を 相剰的 に高 め ， 定食塩溶液申で の S・B・の 効力は濃度に 比例す る．

　 4 ．S．B．の 抗微効力は 培地pH すな わ ち， 非解離型の B・A 量 に よ り決定 きれ る．ゆ え に ，
　 pH の 高い

， 溜 ， 臼し

よう油 （pH520 前後） で は ， 普通 し よ う油 （pH4 ・70前後） の 防徽，防湧必要量 の 2・6倍程度を 必要とす る．

　終 りに の ぞ み ， 終始 ， 御指導 ， 御鞭撻下 さつ t 鳥 山所 長 ， 岐 阜 大 学農 化教室 ， 小菅 ， 友枝先生 に 深謝 し ます．

ま た 白 し よ う油 の 提供 を 受 け た 山大醸 造合資会 社 な らび に 安 息 香 酸 ナ トリウ ム の 御提供 をい た だ い アニ大 日本製 薬

K ，K ．に 厚 く御礼 申 し上 げ ま す ．

　 （本 報 告 は 1963年 5 月25日 ， 日本農芸化学会申部支部例会で 口 演 した ．）
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